
理科学習指導案 
   指導者 広島市立○○小学校 

教諭 ○○ ○○ 
１ 日時    平成２８年 １２月○日（○） 
２ 学年・組  第６学年○組  
３ 単元名  「水よう液」 
４ 単元について  

○ 教材観 
 本単元では，いろいろな水溶液を使い，その性質や金属を変化させる様子を推論しながら調べ，見い

だした問題を計画的に追究する活動をとおして，水溶液の性質やはたらきについての見方や考え方を養

うことができるようにすることがねらいである。まず，５種類の水溶液について見た目のちがいやにお

い，蒸発させたときの様子などを調べることによって，水溶液には性質のちがいがあることをとらえる

ようにする。次に，水溶液をリトマス紙などを用いて調べ，色の変化によって酸性，アルカリ性，中性

の３つに分類されることをとらえるようにする。さらに，金属に水溶液を加える実験をとおして，水溶

液には，金属を溶かして気体を発生させたり，金属の表面を変化させたりするものがあることや，金属

が溶けた水溶液から溶けたものを取り出して調べると，もとの金属とは違う新しいものができているこ

とがあることなどをとらえることができるようにする。また，本単元は，中学１年生で学習する単元「身

のまわりの物質」につながる単元として位置づけられ，中学２年生の「化学変化と原子・分子」，中学

３年生の「化学変化とイオン」の学習にもつながるものである。 
 
○ 児童観 

    児童はこれまで，５年生の「ものの溶け方」の学習で，物を水に溶かす活動をとおして，物が水に溶

ける量には限度があることや，水の温度のちがいによって溶ける量が変わることなどについてとらえて

いる。しかし，水溶液にはどのような性質があるかを考えたり，いくつかの水溶液の性質を互いに比べ

たりする経験はほとんどない。これまで理科の授業では，班での活動を繰り返し行ってきた。そのため，

課題について班の友達と話し合ったり，協力して実験をしたりすることに対して，意欲的に取り組むこ

とのできる児童が多い。しかし，経験や既知の事柄を基にして未知の事柄について予想をし，論じると

いう「推論」ができる児童は少ない。そのため，全体で考えを交流する場面では，自信や根拠を持って

意見を出し合う児童の姿は，一部をのぞいてあまり見られない。また，「何のために行うのか」という

ことを意識せず，自分の考えたことに必然性や責任を持って，主体的に実験や観察に取り組むことがで

きる児童は少ない。 
 

○ 指導観 
 指導にあたっては，導入の段階で，塩酸をアルミニウムに注いだときの変化を調べた実験の結果や，

水溶液に関する既知の事柄について友達と十分に話し合ったり，書き出したりする活動を取り入れ，児

童が予想を立てる際に根拠としてそれらを挙げられるようにする。また，同じ予想を立てた友達同士で

グループを作って話し合い，実験方法を考えたり，結果の予想までを考えたりする活動を取り入れるこ

とで，「何のために実験を行うのか」「どんな結果が出れば自分たちの予想が正しいと言えるか」という

ことをしっかりと意識させ，実験に取り組むことができるようにする。これらの活動を通して，一部の

児童だけでなく，一人一人の児童に主体的に学ぶ力を身につけさせたい。 
 



５ 単元の目標 
   いろいろな水溶液を使い，その性質や金属を変化させる様子を推論しながら調べ，見いだした問題を 

計画的に追究する活動をとおして，水溶液の性質やはたらきについての見方や考え方を養う。 
 
６ 単元の評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 
自然事象についての 

知識・理解 
・いろいろな水溶液の性

質や溶けているもの及

び金属を変化させる様

子に興味・関心をもち，

自ら水溶液の性質や働

きを調べようとする。 
・水溶液の性質や働きを

適用し，身の回りにあ

る水溶液を見直そうと

する。 
 
 
 
 

・水溶液の性質や変化と

その要因を関係づけな

がら，水溶液の働きを

多面的に考えることが

できる。 
・水溶液の性質や働きに

ついて，自ら行った実

験の結果と予想や仮説

を照らし合わせて推論

し，自分の考えを表現

している。 

・水溶液の性質を調べる

工夫をし，リトマス紙

や加熱器具などを適切

に使って，安全に実験

している。 
・水溶液の性質を調べ，

その過程や結果を記録

している。 

・水溶液には，酸性，ア

ルカリ性及び中性のも

のがあることを理解し

ている。 
・水溶液には，気体が溶

けているものがあるこ

とを理解している。 
・水溶液には，金属を変

化させるものがあるこ

とを理解している。 

 
７ 関連事項 【A 物質とエネルギー】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 第３，５学年 小学校 第６学年 中学校 第１，２，３学年 

物と重さ（第３学年） 
・形と重さ 
・体積と重さ 
物の溶け方（第５学年） 
・物が水に溶ける量の限度 
・物が水に溶ける量の変化 
・重さの保存 

水溶液の性質 
・酸性，アルカリ性，中性 
・気体が溶けている水溶液 
・金属を変化させる水溶液 

水溶液（第１学年） 
・物質の溶解 
・溶解度と再結晶 
化学変化（第２学年） 
・化合 
・酸化と還元 
・化学変化と熱 
化学変化と物質の質量 

（第２学年） 
・化学変化と質量の保存 
・質量変化の規則性 
酸・アルカリとイオン 

（第３学年） 
・酸・アルカリ 
・中和と塩 



８ 単元計画（全１３時間） 

次 時 学習内容 
評価の観点 

関 思 技 知 主たる評価規準 評価方法 

1 

1 
･ 
2 

・5 種類の水溶液を比べ，そ

れらの違いについて気づい

たことを話し合う。 
○    

・同じように見える水溶液の違いに興味

をもち，すすんで学習に取り組もうと

する。 

行動観察 
発言分析 

3 
･ 
4 

・見た様子やにおい，水を蒸

発させたときの様子で，水

溶液のちがいを調べる。 

  ○  
・実験器具や薬品を正しく使い，水溶液

の性質を確かめ，その結果を記録する。 
行動観察 
記録分析 

   ○ 
・水溶液には，いろいろな性質の違いが

あることを理解する。 
発言分析 
記録分析 

5 
･ 
6 

・水を蒸発させても何も出て

こなかった水溶液に溶けて

いるものを予想し，炭酸水

について調べる。 

 ○   
・水を蒸発させても何も出てこない水溶

液について，何が溶けているのかを考

え，表現する。 

発言分析 
記録分析 
 

  ○  
・実験器具や薬品を正しく使い，水溶液

の性質を確かめ，その結果を記録する。 
行動観察 
記録分析 

   ○ 
・水溶液には，気体が溶けているものが

あることを理解する。 
発言分析 
記録分析 

2 
7 
･ 
8 

・これまでに調べてきた 5 種

類の水溶液をリトマス紙に

つけて色の変化を調べる。 
  ○  

・実験器具や薬品を正しく使い，水溶液

をつけたリトマス紙の色の変化を確か

め，その結果を記録する。 

行動観察 
記録分析 

   ○ 
・水溶液には，酸性，アルカリ性および

中性のものがあることを理解する。 
発言分析 
記録分析 

3 

9 
・塩酸をアルミニウムなどの

金属を注いだときの変化に

ついて調べる。 
○    

・塩酸を金属に注いだときの変化に興味

をもち，意欲的に調べようとする。 
行動観察 
発言分析 

10 

・塩酸に溶けた金属がどうな

ったのかを予想し，調べる

ための実験方法を考える。 
 ○   

・塩酸に溶けた金属がどうなったのか

を，経験や既知の事柄をもとに予想

し，調べるための実験方法を考え，

表現する。 

発言分析 
記録分析 
 

11 
･ 

12 

・塩酸に溶けた金属のゆく 

えについて調べる実験を行

い，金属を溶かした液から

出てきたものが元の金属か

どうかを確かめる実験方法

を考える。 

  ○  
・実験器具や薬品を正しく使い，塩酸に

溶けた金属がどうなったかを確かめ，

その結果を記録する。 

行動観察 
記録分析 

 ○   
・金属を溶かした液から出てきたものが

元の金属かどうかを確かめる適切な実

験方法を考え，表現する。 

発言分析 
記録分析 

13 

・金属を溶かした液から出て

きたものが元の金属である

かどうか調べ，実験結果に

ついてまとめる。 

  ○  
・実験器具を正しく使い，塩酸に溶けた

金属がどうなったのかを確かめ，その

結果を記録する。 

行動観察 
記録分析 

   ○ 
・水溶液には，金属を変化させるものが

あることを理解する。 
発言分析 
記録分析 



 
９ 本時の目標 

〇 塩酸に溶けたアルミニウムがどうなったのかを，経験や既知の事柄をもとに予想し，調べるための実

験方法を考えることができる。 
 
１０ 本時の展開 導入～問題把握～予想～実験計画 

学習活動 予想される児童の反応 
〇指導上の支援・留意点 

    ◎評価規準 

１ 塩酸をアルミニウムに注い

だときの変化について話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 塩酸に溶けたアルミニウム

はどうなったかを予想し，話し

合う。 

 

 

 

 

 

 

３ 塩酸に溶けたアルミニウム

はどうなったかということに

ついて，調べるための実験方法

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えた実験方法を紹介し合

う。 

 

５ 本時のふりかえりをする。 

○泡を出しながら，アルミニウムは溶

けていったよ。 

○試験管を触ると，熱かったよ。 

○アルミニウムがすべて溶けた後，試

験管に残った塩酸は元のように透明

になったね。 

○アルミニウムはどうなったのだろ

う。 

 

 

〇アルミニウムは塩酸の中にあると思

います。なぜなら，食塩水も，目に

は見えないけど食塩が中にあるから

です。 

〇アルミニウムは蒸発して空気中に出

ていったと思います。なぜなら，試

験管を触ると熱かったし，泡がたく

さん出ていたからです。 

 

○溶けた食塩やミョウバンは，水を蒸

発させると出てきたから，試験管に

残った塩酸を蒸発させるとアルミニ

ウムも出てくるのではないかな。 

〇ものには溶ける限度があったね。試

験管に残った塩酸に，またアルミニ

ウムを入れたらどうなるかな。これ

以上溶けなければ，塩酸の中にはア

ルミニウムが残っていると言えるの

ではないかな。 

 

○試験管に残った塩酸を蒸発させる実

験をやってみよう。 

〇塩酸をアルミニウムに注い

だときの変化について話し

合いやすくするために，前回

の実験結果を記録したワー

クシートを用意する。 
○溶けたアルミニウムは，どう

なったのかという疑問を全

体で共有する。 
 
 
○考えることが難しい児童の

ヒントとするために，他の児

童の発言を適宜取り上げる。 
 
○児童の予想を全体で共有し，

理由に着目させながら，どん

な実験を行えばよいかとい

うことを考えさせる。 
 
 
◎塩酸に溶けたアルミニウム

がどうなったのかを，経験や

既知の事柄をもとに考え， 
調べるための実験方法を考

えることができる。 
（ノート・行動観察） 

○結果の予想までを考えるよ

う声掛けをする。 
 
 
○結果の予想まで十分に考え

られているか，全体で確認 
する。 

塩酸に溶けたアルミニウムは，どうなったのだろうか。 



１１ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12/○（○） 水よう液 
                      実験方法   

問  題  塩酸に溶けたアルミニウムは    
     どうなったのだろうか。    
 
予 想  ＜塩酸の中にない＞ 
     ・泡が出ていたから。 
     ・熱くなっていたから。          
                    ・残った塩酸を蒸発させて  ・塩酸にさらにアルミニ 

＜塩酸の中にある＞       何も残らなければ・・・   ウムを入れて，それ以 
・食塩水は目に見えなくても                 上溶けなければ・・・ 
 中に食塩があるから。 

   
児童の考えた 

実験方法 

 
児童の考えた 

実験方法 
 


